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はしがき
　フッ素化学の発達にともない、我々の日常生活においても多くの
フッ素含有化合物が使用されている。中でもペルフルオロ化合物は、
特殊な物理化学的性質を持ち、鉱水・揆油剤、防二二、乳化剤、消
火剤などに幅広く用いられて現在に至っている。しかしながら、近
年の分析技術の発達によって、地球規模でのべルフルオロ化合物に
よる環境汚染の実態が徐々に明らかになってきた。これらの調査が
広がるにつれ、地球上のあらゆる場所において環境中にから見出さ
れること、そして工業地域ではないような場所においてすら野生動
物中に蓄積していることが報告されている。さらに、一般人の血液
中からも検出されることが明らかになってきた。このような状況下
で、現在、長期暴露による慢性毒性の再評価が求められている。
　環境中や動物から見出される代表的なペルフルオロ化合物のひと
つに、ペルフルオロオクタン酸があるが、ペルフルオロオクタン酸
は他のペルフルオロアルキル化合物が環境中や生体内で代謝されて
生じている可能性が高い。本研究代表者らは、これまでにペルフル
オロカルボン酸の体内動態に関する研究を重ね、ペルフルオロカル
ボン酸が生体内でトランスポーターなどを介して輸送され、取り込
み、分布、排泄されていることを明らかにしてきた。本研究では、
生体内から検出されるペルフルオロオクタン酸が、他のペルフルオ
ロ化合物の代謝に生じることを明らかとし、合わせてその生体影響
を明らかとすることを目的とした。本研究の成果から、8－2フルオロ
テロマーアルコールが代謝されてペルフルオロオクタン酸が生じ、こ
れか生体内に徐々に蓄積して作用を現わす機構が明らかとなったの
でここに報告させていただく。
　本研究に対する文部科学省からの科学研究費補助金の交付に対し
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て深く感謝する次第である。
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